
〒 192-8525　東京都八王子市石川町 2967-3

● 商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。
カスタマーサポートセンター 
電話　(045)933-5212、(06)6394-8085（横浜へ自動転送されます。大阪市内への通話料でご利用いただけます）
FAX　(045)933-5553
住所　〒 226-0006      神奈川県横浜市緑区白山 1-16-2
受付時間 9:00 ～ 18:00（土、日、祝祭日および当社休日は休ませていただきます）

● アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または、「ケンウッドサービス網一覧表」をご参照のうえ、
最寄りのサービスステーション、サービスセンター、各営業所にご相談ください。

後方確認用カラーCCDカメラ

CCD-1000
取扱説明書

© B54-4462-08/00 (J)

お買い上げいただきましてありがとうございました。
本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはできません。

正しい取付け
正しい操作で
安全運転

絵表示について：
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止する為にいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっ
ています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

▼
ご使用の皆様へ

安全上のご注意
製品を安全にご使用いただくため「安全上のご注意」をご使用の前に

よくお読みください。

絵表示の例

　 記号は注意（警告を含む）を促す内
容があることを告げるものです。近傍に
具体的な注意内容が描かれています。

　　記号は禁止の行為であることを告げ
るものです。図の中や近傍に具体的な禁
止内容（左図の場合は分解禁止）が描か
れています。

　　記号は行為を強制したり指示する内
容を告げるものです。近傍に具体的な指
示内容が描かれています。

この表示を無視して、
誤った取扱いをすると、
人が死亡または重傷を
負う可能性が想定され
る内容を示しています。

この表示を無視して、
誤った取扱いをすると、
人が傷害を負う可能性
が想定される内容を示
しています。 実 施

注 意

禁 止

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品の
使用によって受けられた損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切そ
の責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

保証とアフターサービス

● 保証期間
 お買上げの日より１年です。

保証について

修理を依頼されるときは

「困ったときは」を参照してお調べください。それでも異常があるときは、製品の電
源をオフにして、お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンター、営業所に
お問い合わせください。「ケンウッドサービス網一覧表」をご参照ください。

● 修理料金のしくみ（有料修理の場合は、つぎの料金が必要です。）
 ●技術料：故障した製品を正常な状態に修復するための料金です。
   技術者の人件費、技術教育費、測定器等設備費、一般管理費等が含まれます。 

 ●部品代：修理に使用した部品代です。
   その他修理に付帯する部材等を含む場合があります。

なお、アフターサービスについてご不明な点は、お買上げの販売店またはケンウッドサービ
スセンター、営業所にご遠慮なくお問い合わせください。

● 保証期間中は ....
 保証書の規定に従って、お買い上げ
の販売店またはケンウッドサービス
センター、営業所が修理させていた
だきます。ご依頼の際は保証書をご
提示ください。

本機以外の原因（衝撃や水分、異物の
混入など）による故障の場合は、保証
対象外になります。詳しくは保証書を
ご覧ください。

● 保証期間経過後は ....
 お買い上げの販売店またはケンウッ
ドサービスセンター、営業所にご相
談ください。修理によって機能が維
持できる場合はお客様のご要望によ
り有料にて修理いたします。

補修用性能部品の保有期間は、製造打ち
切り後6年です。
（補修用性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。）

● 持込修理
 この製品は持込修理とさせて頂きます。

製品を修理に持ち込まれる際は、輸送中に傷が付くのを防ぐため、包装してください。

よくお読みください ケンウッドサービス網一覧表

保  証  書  持込修理  

 

 

 

 

 

形 名 製造番号 

※
お
客
様 

お名前 

ご住所 〒 

様 

電話番号        （     ） 

※ お 買 い 上 げ 日  ※取扱販売店名、住所、電話番号 

年   月   日  

保証期間（お買い上げ日より） 

本 体：    1 年 

CCD-1000 (J) 

※印欄は必ずご記入ください。
お客様の正常なご使用状態で万一故障した場合には、本書記載内容により無料修理させていただきます。
● 修理は、本保証書を添えてお買い上げの販売店または、ケンウッドサービス網一覧表をご覧の上、お近くのケン
ウッドサービス窓口へご相談ください。

● お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検活動のために記載
内容を利用させて頂く場合がございますので、ご了承ください。

〈無料修理規定〉
1. 本保証書に呈示の保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した場
合は、お買い上げの販売店またはケンウッドサ－ビスにて無料修理をさせていただきます。

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店またはケンウッドサ－ビス網一覧表をご
覧の上、お近くのケンウッドサ－ビス窓口へご依頼ください。なお、修理に際しては必ず本保証書をご提示く
ださい。

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
4. ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理を依頼できない場合には、ケンウッドサ－ビ
ス網一覧表をご覧の上、お近くのケンウッドサ－ビス窓口へご相談ください。

5. 次の場合には保証期間内でも有料になります。
(1) 本保証書のご提示のない場合。
(2) 本保証書にお買い上げの年月日、お客様名、販売店名の記入捺印のない場合、または字句を書き替えられた場合。
(3) 使用上の誤り、不当な修理、調整、改造による故障及びそれが原因として生じた故障及び損傷。
(4) 故障の原因が本製品以外の機器にある場合。
(5) お買い上げ後の取付け場所の移動、輸送、落下、冠水などによる故障及び損傷。
(6) 火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、公害、鼠害、塩害、異常電圧などによる故障及び損傷。
(7) 一般家庭以外に使用された場合の故障及び損傷（例えば、業務用の長時間使用、車両＜車載用製品を除く＞、
船舶への搭載等）

(8) 製造番号の改変及び、取り外した製品。
(9) 消耗部品 (例えばプレーヤーの針、回転機器のベルト、テープレコーダーのヘッド、乾電池、充電池等 )の交換。
(10) 持込修理対象品でお客様のご要望により出張修理を行う場合の出張料金。
6. 本保証書は、日本国内においてのみ有効です。(This warranty is valid only in Japan.)
7. 本保証書は、再発行しません。大切に保管してください。
※修理の内容は修理伝票に記載し、お渡しします。
※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理をお約束するものです。この保証書によって
保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するもの
ではありません。保証期間経過後の修理などについて、不明の場合はお買い上げの販売店またはケンウッドサ
－ビス網一覧表をご覧の上、サ－ビス窓口へお問い合わせください。

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について、詳しくは取扱説明書をご覧ください。

北海道

札幌サービスセンター ¶ 007-0834 札幌市東区北34条東14丁目1-23 • (011) 743-7740

カー札幌営業所 ¶ 007-0834 札幌市東区北34条東14丁目1-23 • (011) 743-7733

東北

仙台サービスセンター ¶ 984-0042 仙台市若林区大和町5-32-12 ( サンライズ大和 ) • (022) 284-1171

カー仙台営業所 ¶ 984-0042 仙台市若林区大和町5-32-12 ( サンライズ大和 ) • (022) 238-4363

盛岡サービスステーション ¶ 020-0124 盛岡市厨川4-5-11 • (019) 646-2311

カー盛岡オフィス ¶ 020-0124 盛岡市厨川4-5-11 • (019) 646-2396

関東・甲信越

さいたまサービスセンター ¶ 331-0812 さいたま市北区宮原1-311-1 加茂宮ビル1F • (048) 664-3611

カーさいたま営業所 ¶ 331-0811 さいたま市北区吉野町2-214-8 • (048) 666-9122

カー高崎オフィス ¶ 370-0841 高崎市栄町9-3 木村ビル II 1F • (027) 323-1181

カー千葉営業所 ¶ 261-7117 千葉市美浜区中瀬2-6 ( ワールドビジネスガーデン マリブイースト 17F) • (043) 297-2468

千葉サービスセンター ¶ 277-0081 柏市富里1-2-1 • (04) 7163-1441

カー柏オフィス ¶ 277-0081 柏市富里1-2-1 • (04) 7163-1462

横浜サービスセンター ¶ 226-0006 横浜市緑区白山1-16-2 • (045) 939-6242

東京サービスステーション ¶ 169-0073 新宿区百人町2-16-15 MYビル1F • (03) 3363-1650

新潟サービスステーション ¶ 950-0923 新潟市姥ヶ山1-5-37 • (025) 287-7736

中部

名古屋サービスセンター ¶ 462-0861 名古屋市北区辻本通1-11 • (052) 917-2550

カー名古屋営業所 ¶ 461-0011 名古屋市東区白壁3-12-13 ( 中産連ビル新館4F) • (052) 931-6281

静岡サービスステーション ¶ 420-0816 静岡市沓谷5-61-1 • (054) 262-8700

松本サービスステーション ¶ 390-0832 松本市南松本2-7-30 ( 昭和ビル2F） • (0263) 26-7331

金沢サービスステーション ¶ 920-0036 金沢市元菊町21-87 • (076) 265-5045

カー金沢オフィス ¶ 920-0036 金沢市元菊町21-87 • (076) 263-3539

近畿・四国

大阪サービスセンター ¶ 532-0034 大阪市淀川区野中北2-1-22 • (06) 6394-8075

カー大阪営業所 ¶ 532-0034 大阪市淀川区野中北2-1-22 • (06) 6394-8065

高松サービスステーション ¶ 760-0068 高松市松島町3-1 • (087) 835-2413

カー高松オフィス ¶ 760-0068 高松市松島町3-1 • (087) 837-7661

中国

広島サービスセンター ¶ 731-0137 広島市安佐南区山本1-8-23 • (082) 832-2210

カー広島営業所 ¶ 731-0137 広島市安佐南区山本1-8-23 • (082) 832-2204

九州

福岡サービスセンター ¶ 815-0035 福岡市南区向野2-8-18 • (092) 551-9755

カー福岡営業所 ¶ 815-0035 福岡市南区向野2-8-18 • (092) 551-9771

鹿児島サービスステーション ¶ 890-0063 鹿児島市鴨池2-15-10 パレス鴨池1F • (099) 251-6347

カー鹿児島オフィス ¶ 890-0063 鹿児島市鴨池2-15-10 パレス鴨池1F • (099) 251-6251

沖縄サービスステーション ¶ 901-2132 浦添市伊祖1-5-2 • (098) 874-9010

■サービスセンター、ステーションの営業時間のご案内
   月曜日～金曜日（土曜、日曜、祭日及び当社休日を除く）午前１０時より午後６時まで

カスタマーサポートセンター ¶ 226-0006 横浜市緑区白山1-16-2 
 •  (045) 933-5212

(06) 6394-8085（横浜へ自動転送されます。大阪市内への通話料でご利用いただけます）

■カスタマーサポートセンターの営業時間のご案内
   月曜日～金曜日（土曜、日曜、祭日及び当社休日を除く）午前９時より午後６時まで
（各サービス窓口の名称、所在地、電話番号は変更になることがあります。）
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安全上のご注意 

大型トラックや寒冷地仕様のディー
ゼル車などの24V車で使用しない
でください。火災などの原因となり
ます。本製品はDC12V-アース車
専用です。

  

配線作業中は、バッテリーの-端子
を外してから行ってください。
ショート事故による感電や怪我の原
因となります。

本製品の配線は必ず、取扱説明書に
記載してある通りに行ってください。
配線を間違えますと、火災、その他
の事故の原因となります。

コードの被覆を切って、他の機器の
電源を取ることは絶対にお止めくだ
さい。リード線の電流容量をオーバ
ーし、火災・感電の原因となります。

本製品を前方の視界を妨げる場所や、
運転操作を妨げる場所、同乗者に危
険を及ぼす場所には取り付けないで
ください。交通事故や怪我の原因と
なります。

車両電源配線用コード以外で延長し
ないでください。
コードの被覆が破れやすく、ショー
ト・発熱事故による火災が起こるお
それがあります。
また、電流容量オーバーにより、火
災が起こるおそれがあります。

車両の板金部の近くを通るコードに
は、保護用テープを巻いてください。
コードが切れると、ショート事故に
より、火災となるおそれがあります。

警告

禁 止

実 施

実 施

車体に穴を開けて取り付ける際は、
パイプ類・タンク・電気配線などの
位置を確認のうえ、これらと当たっ
たり接触することがないようにして
ください。火災の原因になります。

アースコードを、ステアリング部や
ブレーキライン系統などの重要保安
部品のボルトやナットに取り付けな
いでください。事故などの原因とな
ります。

本製品を取り付けの際には、必ず付
属の取付用部品をご使用ください。
取付用付属品をご使用にならないと、
製品内部を壊し、ショート事故によ
る火災が起こるおそれがあります。
また、取り付け不備により運転中に
製品が外れて人に当たるなど、怪我
の原因となります。

事故防止のため、ネジなどの小物類
は幼児の手の届かないところに保管
してください。万一飲み込んだ場合
は、直ちに医師に相談してください。

本製品の取り付け終了後に、車のブ
レーキランプ、ヘッドランプ、ウィ
ンカー、ワイパーなどが正常に動作
することを確認してください。正常
に動作しない場合は、正常に動作す
るように取り付けをやり直してくだ
さい。

本製品、または車両のヒューズが切
れたときは、コードがショートして
いないことを確認後、必ずヒューズ
に表示されている容量（アンペア数）
の新しいヒューズと交換してくださ
い。規定容量以外のヒューズを使用
しますと、火災の原因になります。

本製品の取り付け・配線は専門技術
と経験が必要です。安全のため＜お
買い上げの販売店＞にご依頼くださ
い。

製品は、車載用として以外の用途で
は使用しないでください。

禁 止

禁 止

実 施

禁 止禁 止

実 施

実 施

注 意

実 施

禁 止

実 施

注意

注 意

取り付け上のご注意
●コード類は、運転操作の妨げにならないようテープ等でまとめてくださ
い。ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルに巻き付くと事故の
原因となり危険です。

●後方視界の妨げになる場所に取り付けないでください。交通事故の原因と
なります。

●雨天時（霧雨時など）は、室外で取り付けをしないでください。
 （接着力が弱くなり、カメラが走行中にはがれ落ちる危険性があります）

●カメラスタンドをフッ素樹脂加工処理された車体やガラスに取り付けないでくだ
さい。カメラが落下する恐れがあります。

●あらかじめカメラとモニターを仮接続し、カメラを取り付けたい場所にあてバン
パー直下が見えることを確認のうえ、取り付け位置を決めてください。このとき
カメラが車両に当たらないことを確認してください。（一度、貼り付けると貼り直
しができません）

●ガラス面に取り付ける場合は、リアワイパーにカメラが当たらないことを確認し
てください。

●取り付け面の温度が低い (外気温20℃以下 ) 時は、接着力を上げるためドライヤ
ーなどで温めてから取り付けてください。（室内ヒータやリアウインドーの熱線な
ども効果があります）

●カメラを取り付け後、24時間以内は雨中の走行や水をかけたり無理な力を加え
ないでください。カメラスタンドの接着力が弱くなりはがれ落ちる危険性があり
ます。（晴天時など通常の走行にはさしつかえありません）

使用上のご注意
●本機は広角レンズを使用していますので、実際より遠めに映ります。必ず目視で
周囲の安全を確認してから後退運転を行ってください。

●走行前に取り付け状態を点検してください。

 取付ネジがゆるんでいないか

 カメラスタンドがはがれていないか

●カメラ内および車室内に水の浸入を防ぐため、洗車する際はカメラや配線
部への直接放水は避けてください。

●自動洗車機は使用しないでください。カメラ内に水が入ったり、カメラが
落下する恐れがあります。

●カメラ本体とレンズ部分やカメラスタンド、コード類の変形や破損を防ぐ
ため、薬品は使わず必ず水で拭いてください。レンズ部分はキズがつき
やすいので、やわらかい布などで拭いてください。

●長時間カメラのレンズに、太陽光やヘッドライトの光などが当たると残像
（焼き付き現象）が残るときがあります。長時間駐車する場合などは、光
が入らないようレンズ部を覆ってください。

仕様一覧

£

 出力映像 ...................................................................................... 広角鏡像（後方確認用）
 撮影素子 ....................................................................カラー CCD固定素子1/4インチ
 画素数 ....................................................492 ( 垂直 ) x 542 ( 水平）( 約 27万画素 )
 レンズ .................................................................広角、焦点距離  f=1.7mm  F 値 3.5
 画角 ................................................................................水平 : 約 120° 垂直 : 約 84°
 アイリス方式 ................................................................................................電子アイリス
 走査方式 ....................................................................................................インターレース
 同期方式 ................................................................................................................内部同期
 映像出力 ...................................................................................................1Vp-p（75Ω） 

【カメラ部】

£

 カメラ部
 外形寸法 (W × H × D) .............................................................34 × 27 × 30 mm
 質量 ( 重さ ) ......................................................................... 約 40 g ( ケーブルを除く )
 変換ボックス部
 外形寸法 (W × H × D) ................................70 × 30 × 41 mm（突起部を除く）
 質量 ( 重さ ) ............................................................................................................ 120 g

【寸法・重量】

£

 電源電圧（-アース） ................................................................14.4 V (11 ～ 16 V)
 最大消費電流 ...................................................................................................約 150mA

【変換ボックス部】

※鏡像映像とは、バックミラーやサイドミラーと同様に、左右反対に映ることをいいます。
※これらの仕様およびデザインは、技術開発にともない予告なく変更になる場合があります。

注 意

注 意
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1. あらかじめすべての配線を済ませておきま
す。

2. モニターテレビを外部ビデオ入力に切りか
えます。
 モニターテレビによっては、自動的に外部ビ
デオ入力に切りかわります。くわしくはモニ
ターテレビの取扱説明書をご覧ください。

3.シフトレバーをRレンジにし、車両後方の
映像を表示させます。

4. 車両後部または車両のバンパーがモニター
テレビ画面の下端に映るように角度調整し
ます。

5. 角度調整後、取付ネジをしっかりと締め付
けます。

カメラの取り付け

–+

CAMERA

REVERSE

ACC 2A

接続のしかた

ビデオケーブル (1.5m)

モニターテレビ (別売品 )

変換ボックス

アースコード (黒 )(1m)

アクセサリーコード(赤)(1m)

リバース検出コード (桃 )(5m)

アース
バッテリー

メインヒューズ

ヒューズエンジンキー
スイッチ

車両の金属部分 ( 電源のマイナス側と導通している
シャーシの一部 )へ接続します。　

付属の中継コネクターを使用
して車両のリバースランプ
ハーネスに接続します。

実 施

接続作業を行うときは、初めにエンジンキーが抜かれていることを
確認後、ショート事故防止のため必ずバッテリーの-端子を外して
ください。

常時電源が入っている箇
所には接続しないでくだ
さい。注 意

輸入車など、車両のエンジンキーに
ACC ポジションがない場合は、エ
ンジンキーがオンのときに通電する
配線から分岐させてアクセサリー電
源コードに接続してください。

注 意

キースイッチでオン / オフできる
電源へ接続します。

ヒューズ (2A)

取り付け用の部品一覧

実 施

本製品を取り付けの際には必ず付属の取付用部品をご使用ください。

カメラ用として以下の部品を付属しています。取付 /接続前にご確認ください。

カメラ（防水パッキン付き）..........1

カメラスタンド ..........1
取付ネジ ..........2

変換ボックス ..........1
両面テープ ..........1

接続コード ..........1
中継コネクター ..........1

ビデオケーブル ..........1

ケーブルホルダー ..........4
束線バンド ..........2

ケーブルクランパー ..........7

中継コネクターの使いかた

1.車両のリバースランプ
ハーネスを中継コネク
ターに差し込みます。

2.中継コネクターを折り曲
げリバースランプハーネ
スをロックします。

3.リバース検出コード (桃 ) を
中継コネクターに差し込み
ます。（電線止めまで差し込
みます）

▼

3.リバース検出コード (桃 )中継コネクター

1.車両のリバース
ランプハーネス

カメラ

接続コード

車両後端部またはバンパー

モニターテレビ画像

120°

84°

カメラ取付ネジ

1. カメラを取り付ける位置を決めます。

2. カメラスタンドを取り付ける部分の汚れ、
水分、油分などを市販のクリーナーできれ
いに拭き取ります。

3. カメラスタンドの両面テープのハクリ紙を
はがし平らな面に取り付けます。

4. カメラをカメラスタンドに取り付けます。

実 施

●カメラをテープなどで仮止めし、角度
調整をして車両後端が確認できる位置
に取り付けてください。

●カメラはハイマウントランプなどの光
がカメラレンズに入らない位置に取り
付けてください。

カメラ取り付け例

カメラ

リアワイパーバックドア

カメラスタンド

バックドアガラスの場合

実 施

"KENWOOD" ロゴが上になるように取り
付けてください。

カメラの角度調整

取付ネジ

実 施

● 取り付けた後は、確実に密着するようにカメ
ラスタンドを十分押しつけてください。

● 取り付け面の温度が低い (外気温20℃以下 )
時は、接着力を上げるためドライヤーなどで
温めてから取り付けてください。 実 施

● カメラ角度調整のとき、カメラケーブルが
突っ張らないように注意してください。

● 取付ネジは時々点検し、緩みがある場合は
増し締めしてください。

実 施

カメラを映し出すときには、車が動かな
いようにサイドブレーキを引き、輪止め
を必ず行ってください。思わぬ事故の原
因となります。

作業を始める前に「取り付け上の
ご注意」をお読みください。

注 意

VIDEO
出力端子

POWER CAMERA端子

カメラケーブルとカメラ接続コードを接続します。
全長 (8m)

4.ラジオペンチ、プライヤー
などでフタをロックしま
す。

2.折り曲げる 4.フタ

他のセットのアクセサリー
コードが接続できます。接続
しない場合はキャップを外さ
ないでください。

▼

電線止め

モニターテレビの外部ビデオ入力
端子に接続します。
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ケーブルの引き回し例

変換ボックス

ケーブルクランパー

ケーブルクランパー

防水パッキン

カメラ

変換ボックスの取り付け

防水パッキンを車両のゴムパッキンに当てて車内に引き込ん
でください。（防水パッキンは水をつけて移動してください）

スカッフプレート

カメラコード取り入れ部でコードがかみ込む
場合はヤスリなどで加工してください。

ケーブルホルダー

注 意

引き回しのポイント

ヒンジ

ハーネスカバー

ここから引き出します。

カメラ

バックドア

●カメラケーブルを車内に引き込むときは、バックドアのハーネスカバーと
ヒンジの外側を引き回してください。

コードを処理したら
●バックドアをゆっくり開閉し、カメラケーブルがドアの縁でこすれていないか
確認してください。

カメラ

バックドア

カメラケーブル

困ったときは

●  ヒューズが切れている。
● リバース検出コードが接続されてい
ない。

● モニターテレビが外部ビデオ入力に
切りかわっていない。

●  カメラの前面が汚れている。

カメラ映像が映らない、不鮮明

●  ヒューズを交換してください。
●  リバース検出コードの接続してください。

● モニターテレビを外部ビデオ入力に切りかえてく
ださい。くわしくはモニターテレビの取扱説明書
をご覧ください。

●  クリーニングしてください。

カメラの映像を見ながらFM放送を
受信している。

FMラジオに雑音が入る

本機の故障ではありません。

実 施

変換ボックスを取り付ける前に、取り付け位置表面の汚れ、水分、
油分を十分に拭き取ってください。

1. 変換ボックスの裏面に両面テープ
を貼り付け、助手席足元のカーペッ
トの下に貼り付けます。

2. 変換ボックスのアースコード（黒）
を車両の金属部分（電源のマイナ
ス側と導通しているシャーシの一
部）へ接続します。

ケーブルの引き回し例
セダン タイプの場合

ケーブルクランパー

ゴムパッキン

防水パッキン

カメラケーブル

実 施

防水パッキンはトランク蓋を閉じたときに平行に当たるところに取
り付けてください。

束線バンド

束線バンドでカメラケーブルと
ハーネスカバーを固定します。

モニターテレビ

変換ボックス

両面テープ

フロアー

ビデオケーブル

アース
変換ボックス

カメラケーブル

● ケーブルクランパー、ケーブルホルダーを取り付ける部分は、クリーニングクロスで、
ほこり、油膜、ワックスなどを拭きとってください。

● カメラケーブルとカメラ接続コードの接続部は防水加工されていません。必ずケーブル接続
部は車室内に引き込んで配線してください。

● カメラケーブルは、テレビアンテナケーブルから、できるだけ離してください。
 （テレビに妨害が入ることがあります）
● モニターテレビの電源を切っても、AMラジオ放送に雑音が入るときは、車両のワイヤーハ
ーネスからカメラケーブルを離してください。

蛍光灯の照明が当たっている。

画像がちらつく

本機の故障ではありません。50Hzの電源地域の蛍
光灯下では画像がちらつきます。

カメラのレンズに、太陽光やヘッド
ライトの強い光などが当たった。

画像上下に白い帯の縞が入る

本機の故障ではありません。CCD撮影素子の特有
の現象です。強い光がなくなると消えます。

変換ボックスを以下の場所に取り付
けないでください。
■ 水のかかる場所　■ 不安定な場所
■ 運転の妨げになる場所
■ 高温になる場所

注 意

１BOXタイプの場合

B54-4462-08_00.indd   4B54-4462-08_00.indd   4 05.1.19   2:18:36 PM05.1.19   2:18:36 PM


	CCD-1000
	安全上のご注意
	使用上のご注意
	取り付け上のご注意
	仕様一覧
	取り付け用の部品一覧
	接続のしかた
	カメラの取り付け
	カメラの角度調整
	ケーブルの引き回し例（1BOXタイプの場合）
	ケーブルの引き回し例（セダンタイプの場合）
	変換ボックスの取り付け
	困ったときは
	保証とアフターサービス（よくお読みください）
	ケンウッドサービス網一覧表
	保証書



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (Color Management Off)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


